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（論文審査の要旨） 
学位申請論文「Analysis of occlusal contact during gum-chewing motion: Occlusal forms 
of maxillary and mandibular teeth, jaw movement, and their impact on maxillofacial 












 本論文の審査において, 副査の宮崎委員, 井上委員から多くの質問があり, その一部とそ
れらに対する回答を以下に示す.  
宮崎委員の質問とそれらに対する回答： 
1. 石膏模型の計測データとコーンビーム CT の計測データはどのように統合したか。 
（石膏模型に対しては工業用 CT,被験者には CBCT での撮影を行い,その両方の DICOM データか
ら三次元画像を構築し,歯列部分のみを抽出した後,最小二乗法を利用した計算プログラムを
用いて,両者の統合を行っている．） 
2. 3 次元構築された歯列と顎骨の統合モデルと運動データをどのように統合したか。 








の食片がある程度原形を保ち ,硬さと大きさを有している時期と考えられる。  























主査の馬場委員は , 両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに , 本論文の主張
をさらに確認するために上記の質問をしたところ , 明確かつ適切な回答が得られた .  
 以上の審査結果から , 本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した . 
（主査が記載） 
